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河先 俊子
きょうは「多文化まちづくり工房」代表の早川秀樹さんと、副代表のグェン・ファン・ティ・ホ
アン・ハーさんに来ていただきました。
「多文化まちづくり工房」は、外国籍の人たちが多い神奈川県いちょう団地で、文化や言語の異な
る人たちが一緒にまちをつくっていくことを目的とした活動をなさっています。その活動や問題点
等について、お二人にお話を伺っていきたいと思います。
最初はゲームから始めるということですので、皆さんぜひ参加してください。
＜ゲーム＞
背中に張り付けられた色の異なるシールを目印に、言葉を使わないでグループを作るというゲー
ムを行いました。「一切口を開かずにグループを作る」という説明だけを受けて開始した1回目のゲー
ムでは、言葉というコミュニケーション手段のない中で、どのようなグループを作ればよいのか、
参加者の中に戸惑いが見られ、積極的に動きまわることができず、グループを完成させるのに多く
の時間を要しました。「同じ色のシールを貼った人同士のグループを作る」というルールの分かった
2 回目のゲームでは、より早くグループを完成させることができましたが、参加者の中には、どの
グループに入ったらよいか分からない人、ひとりぼっちになってしまった人、背中を見て周りの人
に首をかしげられたり、笑われたりして戸惑う人がいました。
早川 秀樹
このゲームは、特に答えのあるゲームではないのですが、考えるヒントにしていただきたいと思っ
ていろいろなところでやっています。
ゲームをしていて皆さんも感じたと思いますが、自分が何で笑われているのか分からないのに、
周りから笑われることは結構きついことです。
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例えば、 2 色のシールが張ってある人を「どっちでもないよ」とはじき出してしまうか、 2 つの
文化を持つ人として、その間をつなぐ存在とするかは、周りの人たちの考え方次第で決まります。
周りの人がどう受け止めるかによって、彼はプラスの存在になるかもしれませんし、一歩間違える
と、はじき出されて、とても嫌な立場になってしまうかもしれません。
外国籍に限った問題ではありませんが、社会の側から選別されて、自分だけは違う存在だといき
なり分けられてしまうようなことがあります。私たちは日常生活でマイノリティの側に立つことは
あまりないですから、普段は気にしないことが多いです。しかし、このようなゲームの視点を持っ
ておきますと、日常生活の中で何かそれに近いシーンを見つけたときに、少し相手に感情移入でき
ると思います。
わたしが活動している「いちょう団地」は、神奈川県の横浜市と大和市にまたがるところにある
団地です。南北に1200メートル、東西に350メートルぐらいの敷地に79棟の団地が建ち並んでいま
す。世帯数もかなり多くて、全部で3,500世帯ぐらいあり、その中で生活をしているのは約3,300世帯
です。昭和40年代に建てられた県営住宅で、広さは 3 畳、 4 畳半、 6 畳ぐらいの間取りが多く、少
し小さめの団地です。
この団地の第一の特徴は、外国籍の人の世帯数が非常に多いことで、今は全体の24％になってい
ます。どのような外国籍の人が住んでいるかと言いますと、まず中国帰国者、つまり中国残留孤児
で日本に帰国してきた人、その人たちの親族、後から呼び寄せられた子どもたちやその孫たち等で
す。それから、ベトナムやカンボジアから来たインドシナ難民の人たちが多く住んでいます。
第二の特徴は、日本人住民が高齢化していることです。いちょう団地の中にある小学校では日本
人の子どもが減り続けていて、逆に外国籍の子どもの数はどんどん増えています。平成25年には75％
が外国にルーツを持つ子どもになっています。今年は飯田北小学校との統合により、日本人の子ど
もの比率が上がりましたが、日本人の子どもたちはどんどん減っていきますので、数年後には、ま
た外国籍の子どもの比率が上がっていくと思います。
NHKの『特報首都圏』という番組で、日本で最先端を行く地域ということで、いちょう団地が取
り上げられましたのでご紹介します。
＜番組ナレーターの声＞
この団地をみつめますと、日本の将来の姿を考える上でのさまざまなヒントや課題が見えてきま
す。例えば、ゴミの出し方などの団地のルールを示した看板は、日本語だけでなく、中国語、ラオ
ス語、ベトナム語、スペイン語、カンボジア語と 6 カ国語で書かれています。団地内の食料品店に
は、ベトナムのフォーや、中国のビーフンなど本国から直送された食材が並んでいます。団地のコ
ミュニティハウスでは、中国伝統の踊りが行われています。
今、日本に暮らす外国人はおよそ200万人で、その数は年々増加しています。私たちは彼らとどう
向き合えばいいのかを考えなくてはならない時代になりました。
『特報首都圏』では、17年前にこの団地を取材していました。当時、団地に住む日本人は、言葉も
習慣も違う外国人との生活に戸惑っていました。
いちょう団地ができたのは、昭和40年代の高度経済成長期です。人口の増加が進む中、神奈川県
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が比較的収入の少ない人でも入れるように建設しました。それからおよそ10年後、ベトナムやカン
ボジア等から多くの難民が来日しました。難民の永住を支援する施設が近くにあったため、家族を
呼び寄せていちょう団地に住むようになったのです。さらに、中国残留孤児や働き口を求めてやっ
てきた日系ブラジル人も入居しました。
　当時、外国出身者の世帯が急増し、団地の自治会は大きな壁に直面していました。日本人住民
と外国人との間には、ほとんど交流がなく、自治会の運営も行き詰まっていたのです。
あれから17年、いちょう団地は大きく変わっていました。団地で行われている放送は 4 カ国語で
伝えています。日本語が分からない外国人のために自治会が始めました。内容は団地内の行事や地
域のお知らせなどです。当初は外国人の協力がなかなか得られなかった自治会活動ですが、粘り強
く参加を働きかけた結果、今では清掃や防犯パトロールなどを一緒に行えるようになりました。
早川
私たちは、今からちょうど20年前の1994年に日本語教室を始めました。私が大学に入ったばかり
のころ、何人かの仲間で日本語教室を立ち上げたのが最初です。今では夜の日本語教室に、20 ～ 30
人ぐらいの人が集まって日本語を勉強しています。さらに朝の日本語教室や、ベトナム語教室もやっ
ています。
外国籍の人が日本に来て最初に困るのは日本語だろうという思いつきで始めたのですが、やって
いきますと、仕事を終わってから教室に来る人たちが多く、その中でいろいろな課題が見えてきま
した。そして、やはりこれは必要な活動だなということで20年間続けてきたわけです。
まず、外国籍の方が、仕事をしていてきついと思うのは、どのようなことですか。
グェン・ファン・ティ・ホアン・ハー
1 週間は昼間の勤務をして、次の1週間は夜の勤務というように、交互なことです。あとは、賃金
が安いです。
早川
非常に不規則な生活になりやすい職場で働いている方が多いです。また、新たなもっといい環境
の職場に行きたいと思っても、日本語ができなければ行けないという課題があります。
例えば、インドシナ難民として初期に日本に入ってきた人たちは、難民を支援する施設で日本語
を勉強して地域に入ってきました。しかし、その後で呼び寄せられた人たちは、ダイレクトに団地
に入ってきて仕事を始めます。ですから、ほとんど日本語を学ぶ機会もないままに、ともかく急い
で仕事に就かなければ生活できないということで、友達から紹介してもらって仕事に就くわけです。
すると、勤務が不規則であったり、低賃金であったりする職場になりやすいです。
そのような人たちが、仕事が終わってから日本語教室に来るのですが、 2 週間に一度しか顔を見
せないこともあります。理由を尋ねると、「先週は夜勤でした」と言う人がたくさんいます。その意
味で、日本で安定して勉強していく場を確保するのは難しい状況です。
日本語が身につかないと、例えば、学校ではどのような問題が起きやすいでしょうか。
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グェン
例えば、学校のお知らせを保護者が見ても内容が分からないことが多いです。すると、重要な個
人面談の日に親が来なかったりします。内容が分からないだけでなく、どうしても仕事の休みをも
らえないとか、休んだらすぐにクビにされてしまうのでなかなか休めずに、学校に行けないという
保護者が多いです。
早川
休みにくい職場であることと、土日や祝日も外国人は関係なしに仕事に出なければならないこと
が多いです。
病院に行くときは不安だと思いますが、どうでしょうか。
グェン
病院の場所自体、どこにあるのか分からないというところから始まります。また、病院に行った
ところで、お医者さんに「説明したってどうせ分からないでしょう？」という目で見られ、お医者
さんがきちんと説明をしてくれません。でも、日本人が一緒について行くと、お医者さんは熱心に
説明してくれます。
早川
日本語が分かる、分からないが、普通の生活ができる、できないの境目になっているということ
で、とにかく少しでも日本語ができるようにすることが大事です。
もう1つ、日本語を学ぶのはもちろんですが、人と接点を持つことも大事だと思います。教室に来
るようになって、自分が伝えようとする言葉を相手が分かろうとしてくれたり、自分に何かを伝え
ようとして絵を書いたり、辞書を引いたりしてくれる人がいることが、生きていく支えになったと
話してくれた中国人がいます。皆さんもそうだと思いますが、ただ仕事をして、お金をもらって、
ご飯を食べていれば生きていることになるかといいますと、そうではありません。日本語教室をす
ることで、人とのつながりをつくっていくことが、大きな役割だと思っています。
次に、日本語教室をやっていく中で子どもたちとの関わりがどんどん増えていきました。そこで、
最初に受験の問題が出てきました。日本に来て数年の子どもたちが、日本語ができなかったり、中
学校の勉強についていけなかったりして高校に行けないケースが非常に多かったのです。何とかそ
の問題を解決したいということで、受験教室を始めました。
高校受験、大学受験を体験して、どのようなところで大変でしたか。
グェン
私は中 2 のときから早川さんの教室に通わせてもらって、受験勉強も手伝ってもらいました。一
番困ったのが、どの高校に行くかです。親に相談しようと思っても、親も学校のことは分からない
ですし、どのような学校があるかも分かりませんでした。そのときに一番頼れたのが、日本語教室
のボランティアの先生たちです。大学生のお兄さん、お姉さんたちでしたので、いろいろ相談に乗っ
てもらいました。その後、大学受験もいろいろ手伝ってもらいました。今思えば本当にお世話になっ
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たなと思っています。
早川
親が日本の受験システムも分からないということで難しい面があります。例えば、弟が熱を出し
たから期末テストの1日を休んで病院に連れて行った子がいました。お母さんに「テストは 3 日間あ
るから、1日休んでもいいんじゃない？」と言われて、行かざるを得なかったということでした。親
たちとしては、日本の教育システムがどのようなものなのかよく分からないので、自分たちの価値
観でものを考えてしまうわけです。すると、子どもたちとの間に距離ができたり、子どもたちが負
担を背負い込んだりしてしまいます。そこで、何とか力になれるようにということで受験教室を始
めました。ただ受験のときに始めても間に合わないということで、今では、中学生や小学生を対象
にした学習教室や、小学校入学前の子どもを対象にしたプレスクールをやっています。
これは、プレスクールを始めた理由でもありますが、日本で生まれているからといって、彼らは
日本語だけで生活してきているわけではありません。親たちは朝から晩まで仕事をしていて、子ど
もだけが家にいるケースもあります。保育園に預けっぱなしというケースもあります。ですから、
親からの言葉の吸収が非常に少なくて、日本語にしても母語にしても、言語力が発達しきらないケー
スが多いのです。同時に難しいのは、彼らは日本語を第1言語として話していますので、日本語にハ
ンディがあるという意識が少ないです。すると、自分がばかだから分からないのだという結論になっ
てしまって、中学生ぐらいになると自分で努力していくことができなくなってしまいます。その意
味で、とにかく早い段階から少しずつ言語力を高めることで変化があるのではないかということで、
プレスクールに取り組んでいます。
また、私たちは相談活動もやっています。去年1年間で1,600件近くの生活相談がありました。ベ
トナム語、カンボジア語、中国語の通訳がいますが、 9 割はベトナム語での相談です。相談活動を
始めたきっかけは、学習教室をやっている中で、子どもたちから、役所や学校からの書類について、
「これ、どうやって書くの？」と聞かれることが多かったからです。親たちも書けませんから、一番
日本語の分かる中学生ぐらいの子どもたちは頼られてしまいます。病院に弟を連れて行くとか、役
所の手続きを頼まれるとか、そのようなことをやっているうちに、徐々に親子関係が逆転してしま
うケースがあります。例えば、親にもっと勉強しなさいと注意されても、子どものほうは「どうせ
自分がいなかったら何もできないじゃないか」となってしまいます。そこで、何とか親たち自身の
力で、子どもに頼らずに問題解決できるように、親たちのサポートができる場をつくりたいという
ことで相談活動を始めました。
相談事業と同時に、中国語、カンボジア語、ベトナム語で情報発信を行っています。団地放送も
そうですが、簡単な情報誌をつくって各戸に配っています。その中で、このような相談の場がある
ことを宣伝して、できるだけ生活の中で状況が悪化しないうちに相談してもらい、解決していこう
としています。
他に、スポーツ交流として、毎週日曜日にサッカーをやっています。夏場は30人ぐらい、冬場は
20人ぐらいが集まっています。また、団地のバレーボール大会やソフトボール大会にも出るように
しています。そのような場で外国籍の人たちが一緒になって走り回っていると、日本の人たちにも
「日本人とあまり変わらないんだな」という気持ちを持ってもらえますから、スポーツを通して交流
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することは大事です。
さらに、「あいさつロードプロジェクト」として、それぞれの国を象徴する絵と、それぞれの国の
あいさつを子どもたちと描いたりしています。みんなで共通の風景をつくっていくことで、「いちょ
う団地がふるさとなのだ」という意識を育てていきたいと思っています。
「TRYangels」は、防災訓練のサポートをするグループです。多言語でAEDの取扱い等を紹介し
ていますと、最初は見ていただけの日本人の高齢者の方が、少しずつ参加してくれるようになりま
す。地域で活動している姿を見せながら、高齢者の人たちとの関係づくりも行える場として、この
活動は大事だと思っています
毎年10月の「いちょう団地祭り」は、皆さん大変楽しみにしています。当初はなかったベトナム
のお店や中国のお店がどんどん増えて、今では日本のお祭りとは思えないような団地のお祭りに
なっています。ただ、外国人の側も楽しむだけではなく、一緒に準備や片付けをしてつくりあげて
いくことが必要です。ですから、外国籍の子も日本人の子も巻き込んで、準備と片付けに力を入れ
て活動をしています。
最後に、私どもはボランティアを常に募集していますので、興味のある方はご連絡いただければ
有り難いと思います。
河先
では、これで終わりにしたいと思います。きょうはお忙しい中、お時間を割いて来ていただきま
した。どうもありがとうございました。
